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主 催 月例川崎マラソン実行委員会

後 援 川 崎 市

第４２２回 月 例

最 終 日 曜 日

３
月
月
例
マ
ラ
ソ
ン
は
神
奈
川
県
連

盟
が
新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
全
国
連
盟

か
ら
の
「
震
災
後
の
諸
行
事
を
当
面
中

止
又
は
延
期
望
ま
し
い
」
と
の
要
請
に

基
づ
き
検
討
致
し
ま
し
て
「
被
災
地
の

心
情
や
原
発
事
故
の
推
移
も
不
透
明
な

段
階
で
あ
り
、
震
災
か
ら
概
ね
１
ケ
月

は
諸
行
事
を
中
止
」
を
決
定
し
た
こ
と

を
受
け
３
月
月
例
マ
ラ
ソ
ン
も
中
止
と

い
た
し
ま
し
た
。

３
月
13
日
の
川
崎
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

は
実
施
さ
れ
た
の
で
、
月
例
も
開
催
さ

れ
る
と
思
わ
れ
た
方
も
何
人
か
お
ら
れ
、

27
日
当
日
朝
、
古
市
場
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
で
に
な
り
ま
し
た
。
現
地
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
新
川
崎
、
鹿

島
田
、
平
間
の
各
駅
へ
案
内
者

を
立
て
て
中
止
の
伝
達
を
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

月
例
川
崎
や
神
奈
川
県
連
盟

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
事
前
に
お

知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
何
人
か

の
方
が
現
地
へ
お
出
で
に
な
り

ま
し
た
が
３
月
号
「
河
原
版
」

を
お
渡
し
し
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
快
く
ご
理
解
下
さ
い

ま
し
て
混
乱
な
く
中
止
と
な
り

ま
し
た
。
皆
さ
ま
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
現
場
に
駆
け
付
け
た
方
々

は
て
ん
で
に
ラ
ン
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
被
災

地
を
激
励
し
て
い
く
上
で
も
状

況
が
悪
化
し
な
い
限
り
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。

本
日
の
第

422
回
月
例
は
「
が
ん
ば
れ
東
北
！
」

「
が
ん
ば
ろ
日
本
！
被
災
地
復

興
支
援
」
を
掲
げ
、
義
援
金
募

金
も
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
の
で

皆
さ
ま
温
か
い
ご
支
援
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
了
）

３
月
月
例
は

震
災
・
被
災
地
及
び
原
発
事
故
を
考
慮
し

中
止
と
致
し
ま
し
た
。

震
災
か
ら
早
40
日
、
ま
だ
ま
だ
被
災
地
の

方
々
の
困
難
は
続
い
て
お
り
ま
す
。

月
例
川
崎
マ
ラ
ソ
ン
も
「
義
援
金
」
募
金

を
取
組
み
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
温
か
い
浄
財

を
お
寄
せ
下
さ
い
。

新
日
本
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
川
崎
市
連
盟
理
事
長

石
川

正
士

お
知
ら
せ

３
月
（
４
２
１
回
）
月
例
「
中
止
」
と
な
り
「
棄
権
届
」
の
扱
い
は

次
の
様
に
い
た
し
ま
す
。

３
月
月
例
は
連
続
回
数
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
致
し
ま
せ
ん
。

３
月
を
既
に
棄
権
届
け
を
さ
れ
て
い
る
方
の
参
加
費
は
４
月
に
振
替

ま
す
。

ま
た
３
月
中
止
に
よ
り
棄
権
の
届
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

４
月
に
現
地
に
来
れ
な
い
方
へ
は
過
去
分
と
し
て
棄
権
届
を
受
付
、

連
続
出
場
が
継
続
出
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。

２
月
に
「
棄
権
届
」
用
紙
「
郵
便
振
替
」
は
廃
止
し
ま
す
と
記
載

し
ま
し
た
が
、
今
回
一
時
的
に
復
活
し
ま
す
。

月
例
川
崎
で
も
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
ま
し
た

Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
下
さ
い
。

当
月
記
録
は
概
ね
１
週
間
以
内
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ッ
プ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
「
河
原
版
」
も
見
れ
ま
す
の
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
照
し
て
下
さ

い
。

今
後
紙
面
で
の
発
行
は
限
定
し
て
い
き
ま
す
。

５
月
月
例
は

５
月
29
日

夏
時
間
で
す
。

（
夏
時
間
４
月
～
10
月
）

http://ygqee.jp/kawasaki/

で
す

復興に向け湾内の水没した船などを
引き上げる漁師たち４月１６日ＮＨＫ

東日本大震災「義援金」募金のお願い
２０１１年４月２４日

新日本スポーツ連盟川崎市連盟

月例川崎マラソン実行委員会

月例川崎マラソン参加のランナーのみなさまへ

実行委員会といたしましても被災された方々が一刻で

も早くもと通りの生活に戻ることが出来ますよう願って

やみません。

出来うる支援をしてまいりたいと思っております。

つきましては募金箱を設けておりますので、みなさま

方の温かい義援金募金へのご協力をお願い申し上げます。

募金は新日本スポーツ連盟を通し日本赤十字社へ送付

いたします。また義援金受付郵便振替口座でも受付ます。

名義： 新日本スポーツ連盟 神奈川県連盟

番号：00230-4-39119 （義援金と明記して下さい）

第
23
回
横
浜
駅
伝
（
４
月
29
日
開
催
）

は
予
定
通
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

６
３
０
チ
ー
ム
出
場
で
開
催
の
趣
旨
を
「
東
日
本
大

震
災
被
災
地
支
援
」
「
が
ん
ば
ろ
日
本
」
を
掲
げ
て

行
わ
れ
ま
す
。

左
の
お
礼
状
は
「
川
崎
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

で
の
義
援
金
を
川
崎
市
長
（
日
本
赤
十
字
社
川
崎
支

部
長
）
経
由
で
お
さ
め
た
時
の
お
礼
状
で
す
。

３月27日第421回月例は中止となりましたが皆さん思いおもいに走
られ、

ユキヤナギも例年のとおり清楚に咲いていました（上右）

上左写真は陽光が燦々とふり注ぐなかを、月例コースで汗を流す吉原、横山

ご夫妻。下左は月例のＮＯ－Ｃからドテッコのユニホームに着替えてのラン

嶋田秀尚さん他の面々。下右は初参加のはずだったお友達も参加の「チョイ
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編
集
後
記

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ
モ
マ
ケ
ヌ

丈
夫
ナ
カ
ラ
ダ
ヲ
モ
チ

慾
ハ
ナ
ク

決
シ
テ
瞋
ラ
ズ

イ
ツ
モ
シ
ズ
カ
ニ
ワ
ラ
ッ
テ
ヰ
ル

一
日
ニ
玄
米
四
合
ト

味
噌
ト
少
シ
ノ
野
菜
ヲ
タ
ベ

ア
ラ
ユ
ル
コ
ト
ヲ

ジ
ブ
ン
ヲ
カ
ン
ジ
ョ
ウ
ニ
入
レ
ズ
ニ

ヨ
ク
ミ
キ
キ
シ
ワ
カ
リ

ソ
シ
テ
ワ
ス
レ
ズ

野
原
ノ
松
ノ
林
ノ
蔭
ノ

小
サ
ナ
萱
ブ
キ
ノ
小
屋
ニ
ヰ
テ

東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ

行
ッ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ

西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ

行
ッ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
束
ヲ
負
ヒ

南
ニ
死
ニ
ソ
ウ
ナ
人
ア
レ
バ

行
ッ
テ
コ
ハ
ガ
ラ
ナ
ク
テ
モ
イ
イ
ト
イ
ヒ

北
ニ
ケ
ン
カ
ヤ
ソ
シ
ョ
ウ
ガ
ア
レ
バ

ツ
マ
ラ
ナ
イ
カ
ラ
ヤ
メ
ロ
ト
イ
ヒ

ヒ
ド
リ
ノ
ト
キ
ハ
ナ
ミ
ダ
ヲ
ナ
ガ
シ

サ
ム
サ
ノ
ナ
ツ
ハ
オ
ロ
オ
ロ
ア
ル
キ

ミ
ン
ナ
ニ
デ
ク
ノ
ボ
ー
ト
ヨ
バ
レ

ホ
メ
ラ
レ
モ
セ
ズ

ク
ニ
モ
サ
レ
ズ

サ
ウ
イ
フ
モ
ノ
ニ

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ宮

澤

賢
治

①
『
原
稿
募
集
』
コ
メ
ン
ト

イ
ラ
ス
ト
、
写
真
何
で
も
可

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は

②
１
月
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド
本
格
運
用

に
入
り
ま
し
た
。
バ
ー
コ
ー
ド
は
胸

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
右
下
へ
吊
り
下
げ
て
下
さ

い
。
ま
た
紛
失
し
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

バ
ー
コ
ー
ド
・
Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
は

自
己
管
理
で
す
。

紛
失
で
の

バ
ー
コ
ー
ド
再
発
行

５
０
０
円

Ｎ
Ｏ
ー
Ｃ
再
発
行
場
合
は
、

３
０
０
円
か
か
り
ま
す

③
３
月
月
例
中
止
に
伴
い
紙
で
の

「
棄
権
届
」
「
郵
便
振
替
」
一
時
的

に
復
活
し
ま
す
。

④
前
月
記
録
一
覧
に
連
続
回
数
と

通
算
回
数
」
を
表
記
し
ま
し
た
。

初
参
加
が
２
０
０
０
年
以
前
の
方

は
通
算
回
数
を
申
告
し
て
下
さ
い
。

kyas@mwd.biglobe.ne.jp
パ
ソ
コ
ン
も
な
い
。
ケ
ー
タ
イ
も
ア

イ
フ
ォ
ン
も
な
い
。
車
も
な
い
し
バ
イ

ク
も
な
い
。

金
も
な
い
し
若
さ
も
力

も
な
い
。
あ
れ
も
な
い
。
こ
れ
も
な
い
。

こ
う
い
う
こ
と
を
『
無
い
無
い
尽
く
し
』

と
い
う
。

こ
ん
な
私
だ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
や
ケ
ー

タ
イ
に
関
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
出
合
う
こ

と
も
な
い
。
他
人
と
の
連
絡
は
家
庭
電

話
か
公
衆
電
話
、
そ
し
て
手
紙
か
ハ
ガ

キ
。駐

車
場
や
車
検
、
税
金
、
保
険
の
心

配
も
な
く
、
車
ド
ロ
ボ
ー
や
い
た
づ
ら

に
気
を
つ
か
う
こ
と
も
な
い
。

幸
い
、

七
○
年
以
上
前
に
親
か
ら
も
ら
っ
た
手

足
を
多
い
に
使
っ
て
生
き
る
だ
け
。

筋
肉
疲
労
が
た
ま
っ
て
き
た
が
、
足
は

ま
だ
使
え
そ
う
だ
。

こ
の
足
で
今
後
も
人
生
を
楽
し
み
た

い
。

（
完
）

月
例
エ
ッ
セ
ー

『な
い
な
い
づ
く
し
』

５
８
２

嶋
田

秀
尚

【
大
地
震
、
大
津
波

東
日
本
を
襲
う
】

為
す
術
も

な
く
呆
然
と

見
る
津
波

絶
句

連
絡
を

し
た
く
も
出
来
ぬ

も
ど
か
し
さ

「
連
絡
待
つ
」
と
伝
言
板

原
発
も

未
曾
有
の
揺
れ
に

悲
鳴
あ
げ

想
定
外

日
本
の

救
世
主
に
と

尻
押
さ
れ

決
死
の
出
動
に
妻
の
後
押
し

復
興
に

心
ひ
と
つ
に

支
援
の
輪

国
内

国
外
問
わ
ず

被
災
地
に

元
気
届
け
る

カ
ズ
ダ
ン
ス慈

善
試
合
で
意
地
の
一
発

【
コ
ン
ト
５
５

坂
上
二
郎
さ
ん
死
去
】

小
指
立
て

相
棒
残
し

飛
ん
で
逝
き「

飛
び
ま
す
・
飛
び
ま
す
」
と

『
快
汗
駄
句
駄
句
』河

原
六
茶

（
俳
号
）

む

ち

ゃ

左
写
真
①
は
昨
年
11
月
28
日
の
月
例
の
後
に

開
催
さ
れ
た
第
32
回
河
原
駅
伝
大
会
で
デ
ビ
ュ
ー

し
た
登
山
女
子
ラ
ン
ナ
ー
ズ
の
面
々
。
「
月
例

川
崎
」
に
も
赤
い
旋
風
か
？
「
赤
シ
ャ
ツ
で
ま

と
め
て
み
ま
し
た
」
と
１
２
７
９
の
磯
部
津
輝

子
さ
ん
他
。
写
真
②
は
子
ど
も
１
㌔
女
子
３
位

の
大
井

遥
か
さ
ん
（
小
４
）
と
お
友
達
。
写

真
③
は
子
ど
も
１
㌔
に
一
緒
に
走
る
４
０
６
９

佐
藤
祥
一
さ
ん
（
お
父
さ
ん
）
と
４
２
７
１
崚

生
君
（
５
歳
）
親
子
さ
ん
。

よ
く
「
～
さ
ん
は
運
動
神
経
が
よ

い
」
と
か
、
「
運
動
神
経
が
全
く
な

い
ん
だ
か
ら
・
・
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
し
ま
す
が
、
理
科
の
本
に
は

「
運
動
神
経
」
と
は
、
脳
や
脊
髄

（
せ
き
ず
い
）
か
ら
の
信
号
を

筋
肉
に
伝
え
る
も
の
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
で
は
、
「
運
動
神

経
が
よ
い
」
と
は
ど
ん
な
意
味

な
の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
る
場
合

に
は
脳
に
と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
が
必
要
で
す
。
蹴
る
タ
イ

ミ
ン
グ
・
膝
の
角
度
・
キ
ッ
ク

す
る
方
向
・
立
ち
足
の
位
置
、

力
の
入
れ
具
合
な
ど
、
数
え
上

げ
た
ら
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
運
動
に
関
す
る
脳
の
指

令
は
、
電
気
信
号
と
し
て
運
動

連
合
野
（
や
）
→
運
動
野
→
脊

髄
→
筋
肉
と
伝
達
さ
れ
ま
す
が
、

上
に
述
べ
た
情
報
を
一
つ
一
つ

脳
が
指
令
し
て
い
っ
た
ら
非
常

に
ぎ
こ
ち
な
い
動
作
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
「
キ
ッ

ク
せ
よ
！
」
と
い
う
命
令
が
脳
か
ら

来
た
時
に
「
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
上
手
に
ボ
ー
ル
を
蹴
る
」
と
い
う

自
動
化
さ
れ
た
一
連
の
動
作
を
内
部

モ
デ
ル
と
し
て
持
っ
て
い
る
と
、
ワ

ン
セ
ッ
ト
の
動
作
と
し
て
ス
ム
ー
ズ

に
実
行
で
き
ま
す
。
こ
の
内
部
モ
デ

ル
を
多
く
持
つ
こ
と
が
運
動
神
経
の

よ
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
モ

デ
ル
を
た
く
さ
ん
身
に
つ
け
た
人

は
、
そ
れ
ら
を
修
正
し
な
が
ら
さ

ら
に
質
の
高
い
モ
デ
ル
を
作
り
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
運
動
神
経

は
遺
伝
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
運
動
の
内
部

モ
デ
ル
は
幼
児
期
に
ほ
ぼ
作
ら
れ

て
し
ま
う
た
め
、
遊
び
や
ス
ポ
ー

ツ
は
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
体
験

さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

メ
ッ
シ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
な
ど

サ
ッ
カ
ー
界
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

達
の
ほ
と
ん
ど
は
、
歩
き
始
め
る

よ
う
に
な
っ
た
時
に
は
も
う
目
の

前
に
は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
が
あ
り

ま
し
た
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
も
然
り
で

小
さ
い
う
ち
か
ら
走
る
時
の
正
し

い
姿
勢
、
息
づ
か
い
、
足
の
運
び

方
な
ど
を
内
部
モ
デ
ル
と
し
て
脳

に
セ
ッ
ト
し
て
お
く
と
す
ば
ら
し

い
ラ
ン
ナ
ー
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
・
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中
山

浩
明
（
つ
づ
く
）

中山先生講座ー ランの科学 ＶＯＬ９
『 運動神経をよくするためにには？』

続第４２０回（２月）月例
スナップ

①②③

３
月
月
例
中
止
案
内
で

現
場
に
赴
い
た
後
、
２
０

１
１
年
ア
ン
デ
パ
ン
ダ
ン

展
（
国
立
新
美
術
館
）
を

見
て
き
ま
し
た
。
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。
左
上
「
小

樽
冬
の
運
河
」
栗
原
勇
氏

左
下
「
五
月
ア
シ
ッ
ジ
独

り
旅
」
眞
住
高
嶺
氏

下

追
想
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ス
ケ
ッ

チ
の
旅
」
（
Ｆ
２
０
０
号
）

佐
藤
善
勇
氏

右
下
木
彫

「
喜
び
」
中
川
公
子
氏
作

品
全
体
で
７
９
８
人
出
品

『時代の表現ー生きる証』
「自主・自由・平等の展覧会」


